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１．総合計画とは 

総合計画とは，地方自治体における最上位の計画であり，総合的かつ計画的

な行政運営を目指した中長期計画です。将来における本町のあるべき姿と進む

べき方向について示された町政の運営指針となる基本的な計画であり，基本構

想及び基本計画からなるものです。 

阿見町総合計画の策定等に関する条例（平成 29 年条例第 29 号）に基づき策

定します。 

 

 

２．第 7次総合計画に向けて 

本町では，令和 5 年度を目標年次とする阿見町第 6 次総合計画（基本構想及

び後期基本計画）による，より良い本町を次世代に継承する持続可能なまちの

発展を目指し，「みんなが主役のまちづくり」を基本理念として町政運営を行っ

てきました。 

第７次総合計画の策定にあたっては，不確実で将来の予測が難しい現在の社

会状況を踏まえ，これまで培ってきたまちづくりをより進化させるとともに，

コロナ禍においての社会状況の変化，市制を見据えた取組，国際的な目標であ

る SDGｓの実装，DX への対応など，状況の変化に対応していくことのできる行

政力及び行動力を一層向上させる必要があります。 

このような考えのもと，本町に最適な政策を実行・実現していくためのまち

づくりの羅針盤として，令和 6 年度以降における総合的かつ計画的な町政運営

の方針となる「阿見町第 7 次総合計画（基本構想及び前期基本計画）」を令和 4

年度，5年度の 2か年で策定します。 
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３．計画の構成と計画期間 

第 7 次総合計画は，第 6 次総合計画の構成を基本とし，基本構想，基本計画，

実施計画の３層構成とします。 

 

①基本構想 

社会情勢等の背景と町政における課題を踏まえ，町政における基本理念と進

むべき方向を示すことにより，長期的な町政の運営指針とします。10 年間の計

画期間とし，令和 15 年度を目標年次とします。 

 

②基本計画 

施策の目標，体系及び展開方針を示すことにより，中期的な町政の運営指針と

します。令和 6年～令和 10 年度を前期計画期間，令和 11 年度～令和 15 年度を

後期計画期間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 次総合計画の構成 
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４．総合計画審議会とは 

総合計画審議会は「阿見町総合計画審議会条例」に基づき，総合計画につい

て，町長の諮問に応じて調査及び審議し，その結果を答申又は意見を具申する

ために設置するものです。具体的には，町民参加等による検討を通じて作られ

た「総合計画素案」に対して，全体的に意見をいただくものです。 

 

委員の構成   

総勢２１名で構成。 

 ◇町議会議員   ２名 

 ◇学識経験者   ５名 

 ◇各種団体等    １２名 

 ◇一般町民代表  ２名 

委員の任期 

任命の日から，当該諮問にかかる審議が終了するまで 

（～令和 6年 3月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿見町第 7次総合計画計画 策定体制 
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５．町民参加の総合計画の策定 

第 7 次総合計画は，町の最上位計画として，町政運営の基本的指針であると

同時に，町民一人ひとりの活動の指針となるものです。このため，その策定過

程においては，幅広い町民参加を重視します。 

 

 

このアンケート調査（町民意向調査）により，町民ニーズを把握し，計

画策定の基礎資料として活用します。 

対  象：町内にお住いの 18 歳以上の方から，無作為に 3,000 名に 

郵送 

回答方法：郵送またはインターネット上で回答 

回 答 数：1,365 通 

回 答 率：45.5％（前回策定時の回答率 23.3％） 

※現在，集計・分析を進めています。第 2回の審議会で結果を 

ご報告いたします。 

 

 

 

 

町民，団体等との意見交換の機会を複数設けます。 

令和 4 年度 地域別ワークショップ、世代別ヒアリング、職員向けの 

意見聴取    

令和 5 年度 地域別タウンミーティング、団体ヒアリング 

 

※この他，町民討議会や地域づくり会議，町長と語る会でいただいた 

ご意見も活用します。 

 

 

① アンケート調査（町民意向調査） 

 

② ヒアリング・タウンミーティング 
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 総合計画の特設ホームページを公開し、策定過程や取組状況を発信して

まいります。また，イベント時（さわやかフェアを予定）に総合計画の策

定について PR を行います。 

 

 

 

 

計画素案がまとまった段階でパブリックコメントを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 情報発信・オープンハウス 

④ パブリックコメント 
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６．計画策定スケジュール案 第7次総合計画は，令和4年，5年度の2か年において策定します。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調整 準備 実施・集計

調整 準備 実施・集計

調整 準備 実施・集計

調整

調整 実施・集計

第1回
諮問

第2回
　調査結果

第3回
基本構想骨子

第4回
第1次答申

議会 経過報告 経過報告 経過報告
定例会

基本構想を上程

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調整 準備 実施・集計

調整 準備 実施・集計

準備 実施・集計

第5回
　基本計画検討

第6回
基本計画案

第7回
基本計画案

第8回
基本計画案

第9回
基本計画案

第10回
基本計画まとめ

第11回
第2次答申案

第12回
パブコメ結果・答

申

実施（10月中旬
から11月中旬）

議会 経過報告 経過報告 経過報告
定例会

基本計画を報告
報告

業務委託

基礎調査

町民意向調査

報告・議決

摘要
令和4年度

摘要
令和5年度

調査

基礎調査 基礎調査

町民意向調査 アンケート実施

町民参加

世代別ヒアリング

地域別ワークショップ

総合計画審議会

ミニオープンハウス

団体ヒアリング

職員ワークショップ

世代別ヒアリング

地域別タウンミーティング

町民参加

ミニオープンハウス

団体ヒアリング

職員ワークショップ

計画策定審議会

パブリックコメント

第2回審議会へ

第3回審議会へ

第2回審議会へ

第6・7回審議会へ

パブコメへ反映

パブコメへ反映

    6
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阿見町総合計画の策定等に関する条例 

平成29年12月22日条例第29号 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は，総合的かつ計画的な町政の運営を図るため，本町の総合

計画を策定することに関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各

号に定めるところによる。 

(１) 総合計画 将来における本町のあるべき姿と進むべき方向について示

された町政の運営指針となる基本的な計画であり，基本構想及び基本計画

からなるものをいう。 

(２) 基本構想 社会情勢等の背景と町政における課題を踏まえ，町政にお

ける基本理念と進むべき方向を示すことにより，長期的な町政の運営指針

となるものをいう。 

(３) 基本計画 施策の目標，体系及び展開方針を示すことにより，中期的

な町政の運営指針となるものをいう。 

（策定の方針） 

第３条 町長は，町の最上位の計画として，総合計画を策定するものとする。 

２ 町長は，総合計画を策定するに当たっては，町民の意見を聴取するものと

する。 

３ 町長は，総合計画の策定過程において，次に掲げる事項を，適宜，議会に

報告するものとする。 

(１) 総合計画の策定方針 

(２) 総合計画の策定状況 

(３) 総合計画の概要 

４ 町長は，総合計画の策定後，基本計画に掲げた施策を実現するために実施

する事業とその時期を示し，短期的な町政の運営指針を明らかにするものと

する。 

（総合計画の変更） 

参考資料 
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第４条 町長は，総合計画が社会情勢等の背景又は町政における課題に対応で

きるものとなるよう留意し，必要に応じてその内容を変更するものとする。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は，総合計画の変更について準用する。 

（計画の整合） 

第５条 基本計画は，基本構想に基づき策定するものとする。 

２ 個別分野における施策の基本的な事項を定める各種計画は，総合計画との

整合を図るものとする。 

（総合計画審議会への諮問） 

第６条 町長は，総合計画を策定するに当たっては，あらかじめ，阿見町総合

計画審議会条例（昭和45年阿見町条例第４号）第１条に規定する阿見町総合

計画審議会に諮問するものとする。 

（議会の議決） 

第７条 町長は，基本構想を策定し，又は変更しようとするときは，議会の議

決を経るものとする。 

２ 前項の議決に係る議案の提出は，前条の諮問に対する答申があった後に，

これを行うものとする。 

（総合計画の公表） 

第８条 町長は，総合計画を策定し，又は変更したときは，速やかにこれを公

表するものとする。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか，必要な事項は，町長が別に定めるもの

とする。 

附 則 

この条例は，平成30年１月１日から施行する。 
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阿見町総合計画審議会条例 

昭和45年２月10日条例第４号 

改正 平成14年６月25日条例第13号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づ

き，阿見町総合計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は，町長の諮問に応じ阿見町計画の策定その他その実施に関

し，必要な調査及び審議をする。 

（組織） 

第３条 審議会は，委員30人以内で組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから町長が任命する。 

(１) 町議会の議員 

(２) 学識経験者 

(３) 各種団体等 

(４) 一般町民 

（任期） 

第４条 委員は，当該諮問にかかる事業案の審議が終了したときは，解任さ

れるものとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長１人を置く。 

２ 会長及び副会長は，委員の互選により定める。 

３ 会長は，会務を総理し，審議会を代表する。 

４ 副会長は，会長を補佐し会長に事故あるときは，その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会は，会長が招集する。 

２ 審議会は，委員の定数の半数以上が出席しなければ会議を開くことがで

きない。 

３ 審議会の議事は，出席委員の過半数でこれを決し，可否同数のときは会

長の決するところによる。 

（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか審議会の運営について必要な事項は，

町長が定める。 

附 則 
この条例は，公布の日から施行する。 
附 則（平成14年６月25日条例第13号） 

この条例は，公布の日から施行する。 

参考資料 


